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第 3 章においては，電子ビーム溶接による割れ感受性を示す指標として， ミクロ割れ阻止限界入熱
qcrの存在を確認し，この qcr が従来の割れ試験法である高温延性試験および、Trans- Varestraint 試
験から得られる指標と良い相関性を示すことを明らかにした。













第 8 章においては，電子ビーム溶接継手の He 雰囲気中における腐食挙動およびクリープ破断特性















クロ割れ感受性のきわめて高い Inconel 617 に適用することによってその妥当性を実証し，新しい
耐熱合金の可能性を示した。
6 )電子ビーム溶接継手の高温強度特性は，従来のものに比べて可成り優れていることを明らかにす
るとともに，特にクリープ特性の評価について，延性がその破壊抵抗を表示する重要な指標になり，
これによって継手性能の評価に役立つことを明示した。
以上の研究結果は，原子炉用耐熱合金にたいする電子ビーム溶接の欠陥特性を明らかにし，その防
止について詳細に論考し，有効かつ実用的対策を確立し，従来困難とされた原子炉用耐熱合金の溶接
継手に対し，電子ビーム溶接の効果的な適用を可能にしたもので工学上ならびに工業上貢献するとこ
ろが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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